
 

 

『
天
祿
元
（970

）
年
伊
勢
神
宮
の
神
様
が
、

武
蔵
国
榛
谷
の
峰
に
影
向
し
、
そ
れ
か
ら
川

井
、
二
俣
川
へ
鎮
座
。
そ
の
後
、
下
保
土
ヶ

谷
の
宮
林
へ
と
遷
り
、
嘉
禄
元
（1

2
25

）
年

神
託
が
あ
っ
て
宮
を
造
営
。
』（
保
土
ケ
谷
区
神
戸
町
鎮
座
神

明
社
の
記
述
よ
り
抜
粋
）

以
後
、
二
俣
川
村
の
鎮
守
と
し

て
祀
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
「
宮
」
が
ど
こ
で
あ
る
の
か
が
は
っ
き

り
し
ま
せ
ん
。 

『
寛
永
八
（1631

）
年
、
宅
間
三
十
郎
（
後

に
伊
織
に
改
名
）

が
神
殿
建
立
』(

関
家
所
蔵
神
社
明
細
帳
よ
り
抜
粋)

と
い
う
説
を
有
力
と
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

戦
前
は
「
二
俣
川
神
明
社
」
と
い
う
名
称
で

ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
「
本
村
神
明
社
」

と
申
し
、
地
域
の
氏
神
様
・
産
土
様
と
し
て
、

家
内
安
全
、
交
通
安
全
等
様
々
な
御
神
徳
を

頂
き
、
地
元
の
皆
様
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々

に
崇
敬
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

伊
弉
諾
尊
（
イ
ザ
ナ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
） 

伊
弉
冉
尊
（
イ
ザ
ナ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
） 

皇
大
神
宮
（
コ
ウ
タ
イ
ジ
ン
グ
ウ
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旧二俣川村は,現在の町名ではおおよそ以下の町内。 

旭区の本村町、四季美台、今川町、本宿町、南本宿町、 

二俣川、さちが丘、中尾、中沢、三反田、小高町、 

市沢、左近山、桐が作、大池町、万騎が原、柏町、 

善部町、東希望が丘、中希望が丘、南希望が丘、 

保土ヶ谷区の今井町。 

 

二俣川村について 

 

本
村
神
明
社 

ほ
ん 

 

む
ら 

由
緒 

 

鎮
座
地 

 

神
奈
川
県
横
浜
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旭
区
本
村
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三
十
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